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四

債

値

分

類

の

W
F
ロ

1
干
は
、
同
個
値
を
ニ
師
刊
に
分
も

τ、
固
有
川
恨
値
及
ぴ
山
設
備
俗
的
ニ
ピ
な

L
、
敢
て
之
を
市
川
崎
慎
倣
己

正
常
債
値
正
に
匝
H
7
し
な
い
。
市
場
倒
倣
正
常
償
俗
的
極
分
は
、
後
に
多
〈
の
級
務
事
者

ω行
ふ
所
で
ゐ
b
，、作

ト
ロ

1
ヌ
以
前
に
於
て
す
で
に
、
カ
Y

チ
ヨ

y
の
潟
せ
る
所
で
あ
る
が
、
W
F

ト
ロ

1
又
は
之
に
な
ら
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

彼
が
岡
山
明
調
官
t
い
ふ
の
は
、
あ
る
事
物
が
、
農
民

ω手
に
於
て
す
で
に
持
つ
須
佐

?
Eで
あ
与
、
山
山
町
即
闇

値
正
は
、
そ

ω後
に
運
搬
・
加
工
等
に
よ
っ
て
加
は
れ
る
債
柑
酬
を
意
味
す
る
。
彼
の
古
〈
所
は
甚

r簡
単
で
め
る

が
、
彼
の
色
々
な
文
句
か
ら
推
し
て
、
私
は
左
様
に
解
蒋
し
て
居
る
o

然
ら
ば
、
彼
れ
が
、
一
事
物
の
倒
値
を
ば
、

斯
様
に
・
闘
布
、
出
費
り
二
叩
刊
に
分
類
し
た
根
抽
慨
は
何
所
に
あ
る
で
あ
ら
う
か
。

一
種
私
共
が
、
初
等
幾
何
事
で
事
ん
ピ
所
に
よ
る
正
、
同
一
物
は
一
に
し
て
一
に
限
る
の
で
あ
る
。
故
じ
‘
言

葉
の
岬
蹴
出
世
な
意
味
に
於

τは
、
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
は
、
互
に
誠
別
さ
れ
得
ぺ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
ザ
μ

が

併
し
、
吾
人
は
、
か
、
る
回
出
な
る
存
在
物
相
互
の
問
に
、
物
理
的
乃
至
枇
曾
的
な
る
共
通
相
を
ね
ら
ふ
こ
正
に
よ

設

施

フ
イ
ジ
オ
タ
ラ

l
ト
の
慣
値
諭

第
二
十
六
巻

第
四
焼

一
ー
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d

，」，

L'I 

Cantillon， E田 aisur la nature du commerce en general. premi色repa仕ie

chap. X. li.rY seconde partie. chap. 11 • 

• 
d6 
• • • 岨.

 
• 



詰

ヌ
イ
グ
オ
タ
ラ
:
ト
の
偶
値
論

第
二
十
六
魯

ー

プ宮
大

第
四
抗

苑
一
の
綜
合
を
な
し
う
る
o

又
一
度
構
成
せ
ら
れ
た
る
綜
合
概
念
は
、
之
等
三
物
の
、
物
理
的
批
曾
的
異
相

を
ね
ら
ふ
一
」
ど
じ
ょ
っ
て
分
析
し
得
る
の
で
ゐ
る
が
、
如
何
な
る
同
相
を
ね
ら
ふ
か
仁
よ
っ
て
色
々
な
綜
合

ω可

能
な
様
に
、
如
何
な
る
異
相
を
ね
ら
ふ
か
じ
従
っ
て
、
無
数
の
分
析
が
行
は
れ
う
る
。
賓
際
何
人
か
仁
よ
う
て
行

は
れ
た
る
分
類
Z
は
、
畢
克
か
、
る
無
数
り
可
龍
な
分
析

ω
一
行
仁
外
な
ら
ぬ
、
ぜ
割
払
は
考
へ
て
居
品
。

か
〈
し
て
、
所
荷
分
類
は
、
如
何
な
る
物
理
的
、
枇
曾
的
性
質
に
着
服
す
る
か
仁
よ
っ
て
、
色
々
仁
行
ひ
得
る

の
で
あ
る
が
、
吾
人
が
日
常
的
生
活
上
無
意
識
的
仁
行
ふ
分
類
は
素
よ
b
、
所
詞
撃
者
正
い
ふ
専
門
家
が
事
問
上

意
識
的
に
行
ふ
分
類
も
亦
・
結
局
本
人
が
占
張
せ
ん
ご
す
る
目
的
に
謝
し
て
、
都
合
の
良
い
様
に
分
析
を
行
つ

τ

居
る
仁
す
ぎ
な
い
様
に
思
は
れ
る
。

っ
τ、

ル
ト
ロ

1
1
の
な
せ
る
固
有
償
値
、
出
費
倒
値

ω秀
頼
も
亦
、
同
様
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
彼
等
フ
イ
ジ
オ

ク
ラ

1
ト
が
、
主
張
せ
ん
ご
す
る
最
後
の
目
的
に
遁
隠
し
て
品
河
川
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
意
味
を
十

分
に
理
解
す
る
斜
め
に
は
、
勢
ひ
彼
等
の
最
後
の
目
的
の
何
た
る
か
を
明
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
こ
、
に
は

必
要
の
限
り
に
於

τ、
且
つ
私

ω解
蒋
す
る
所
に
従
っ
て
、
そ
の
目
的
を
明
に
し
置
〈
で
あ
ら
う
。

彼
れ
等
の
目
的
ご
す
る
所
は
、
一
国
の
繁
栄
を
鷲
さ
ん
が
た
め
に
、
縦
横
政
治
に
指
針
を
供
せ
ん
Z
す
る
に
あ

町
る
叫
卸
も
そ
れ
は
、
政
治
に
指
針
を
供
す
る
に
存
す
る
の
で
ゐ
る
か
ら
、
一
切
の
経
済
現
象

ω綜
令
分
析
も
、
亦

指
針
Z
し
て
役
立
ち
得
ゐ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
又
そ
れ
は
、
在
利
を
一
貫
現
ぜ
ん
ご
す
る
も
の
で
な
〈
一
閥

会
慢
内
紫
梁
を
目
的
古
す
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
勢
ひ
一
因

ω
総
生
産
が
問
題
ご
な
h
，
、
慌
に
再
生
産
が
そ
の
鬼

今
池
百
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
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今
以
上
の
如
き
目
的
を
以
て
、
経
済
髄

ω分
析
に
志
す
彼
等
が
、
一
の
枇
曾
内
部
に
於
け
る
財
の
涜
過
分
配
を

問
題

εす
る
前
に
・
先
づ
以
て
自
然
士
一
耽
曾
会
館
に
封
立
せ
し
め
て
蹴
念
し
、
官
官
げ
即
闘
が

γ
、
日
肌
和
田
川
一
官
、
へ
、

年
々
新
に
漣
ば
る
、
財
の
H
T
量
如
何
を
問
題
Z
し
て
如
ら
ん
Z
欲
し
た
の
は
、
素
よ
り
自
然
で
ゐ
ら
う
。

彼
等
が
、
生
産
古
い
ひ
生
産
物
Z
V
ふ
の
は
、
例
外
な
(
・
こ
の
自
然
よ
り
枇
曾
へ
年
々
新
に
入
b
這
む
財
を

意
味

L
且
つ
ぞ
れ
の
み
を
意
味
す
る
引

彼
等
が
勤
勢
階
級
を
二
分
し
て
、
生
産
階
部
帆
正
不
生
産
階
級
ぜ
な
し
、
前
者
は
、
国
有
の
農
民
の
外
、
漁
民
、

識
人
、
及
ぴ
備
業
者
を
意
味
し
、
後
者
は
然
ら
さ
る
も
の
、
例
へ
ば
、
工
入
、
商
人
、
教
師
‘
碕
師
、
義
人
等
を

意
味
せ
し
こ
己
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
申
す
迄
も
な
レ
。
た
い
彼
等
が
何
故
に
‘
所
諦
不
生
産
的
帥
労
働
の
官
山
用
を

十
二
分
に
承
詔
し
っ
、
、
ゐ
〈
ま
で
そ
の
不
生
産
性
を
主
張
し
た
か
の
理
由
仁
至
っ
て
は
、
時
間
U

間
に
あ
っ
て
は
マ

.• 1
7
9
1
y
 コ
Y
A
ア
ィ
ヤ
ッ
夕
、

y
オ
U
F

ポ

y
子

l
、
子一三二
A

等

ω理
解
仁
苦
し
め
る
所
で
ゐ
h
、
今
日
殆
ん
ど

す
べ
て
の
経
済
事
者
の
、
設
謬
ご
し
て
却
〈
る
所
で
ゐ
る
。

借
越

ω慌
で
は
ゐ
る
が
、
私
は
、
以
上
の
諮
問
学
者
が
、
す
べ
て
十
分
に
、
プ
ィ
ジ
オ
タ
-
一
7
1
ト
の
、
生
産
、
不
生

産

ω意
味
を
理
解
し
て
居
な
い
様
に
思
ふ
o

而
し
て
理
解
出
来
な
か
っ
た
理
由
は
、
主
ど

Lτ
、
京
の
分
類
の
背

殺
に
存
す
る
・
最
後
の
主
張
|
|
何

ω必
要
が
ゐ
っ
て
か
、
る
分
類
を
す
る
に
至
つ
や
一
か

t
v
ム
ニ
ピ
ー
ー
を
、

考
へ
な
か
っ
た
に
基
〈
Z
考
へ
ら
れ
る
o

索
よ
h
人
は
何
人
も
設
を
お
か
す
。
り
れ
ど
も
、
文
化
的
頂
勅
に
達
し

た

十

人

世

紀

の

側

関

西

で

、

ヨ

ン

デ

イ

ヤ

ツ

夕

、

ポ

W
7
1
F
等
止
の
皐
者
の

す
る
口
」
き
批
評
の
筏
に
於

τ、
ヶ
ヰ

1
、

テ

ユ

戸

ゴ

1
等

ω
卓
越

7

オ
W

ポ
ン
ヰ

1
、
-
フ
ン
グ

l
、

ポ

l
V
1
、
作
ト

P
1ヌ
、

b
F

・1
片
ジ
エ
、

詑

苑

フ
イ
ジ
オ
タ

-
7
3
F
白
銅
値
箇

第
二
十
宍
巻

4

、A
、

」

''da'

第
回
統
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詑

宛

『
ノ
イ
ジ
オ
タ
ヲ

1
ト
の
偶
値
論

第
二
十
穴
魯

六
古
田

筋
四
都

四

せ
る
理
論
家
賃
際
家
越
が
、
ゐ
〈
迄
も
そ
の
主
張
を
棄
て
待
な
か
っ
た
の
に
は
、
相
蛍
に
強
い
理
論
的
の
根
協
が

な
り
れ
ば
な
ら
泊
。
少
〈
正
も
、
今
日
普
通
に
考
へ
ら
れ
て
居
る
程
声
ヲ
イ
も
な
い
も
の
で
は
、
ゐ
b
得
な
い
v
t

考
へ
る
の
が
、
常
識
に
も
合
す
る
も
の

t
思
ふ
。

そ
れ
は
苫
て
世
主
、
彼
等

ω
円
的
ご
す
る
所
は
、
前
に
も
通
点
る
過
ち
、
」
一
昨

m
r
f
r
r昨
r官
r
u
f

-
-
以

τ経
済
般
的
健
康
を
診
断
し
、
|
|
よ
っ
て
昨
昨
げ
昨
昨

r昨
rrrvmJた
の
で
、
如
何
な
る
勢
働
が

放
用
ゐ
る
か
を
明
に
せ
ん
ご
す
る
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
1
0

此
駄
は
前
以
て
十
分
に
理
解
し
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
勅

で
あ
る
。

若
し
如
何
な
る
捗
働
が
放
胤
ゐ
h
ゃ
、
を
問
題
正
す
る
な
ら
ば
、
廃
、
工
、
商

ω勢
働
は
勿
論
、
審
者
娼
妓
の

勢
働
ピ
雌
も
等
し

f
放
肘
が
ゐ
h
・
共
問
何
等
り
区
別
を
な
す
必
要
が
な
い
で
ゐ
ら
う
。
そ
れ
等
は
す
ぺ

τ他
人

の
た
め
の
欲
設
を
充
す
カ
を
持
つ
も
の
で
ゐ
・
9
・
而
し
て
そ
れ
等
欲
些
の
性
質
は
、
そ
れ
が
胃

ω臨
聞
が
ら
生
れ
る

か
、
幻
想
か
ら
生
れ
る
か
は
、
事
も
放
用
た
る
鼎
般
に
影
響
を
も
つ
も

ωで
は
な
い
か
ら
で
ゐ
る
。

然
し
乍
ら
、
一
圃

ω紫
楽
全
願
う
て
、
政
治
に
指
針
を
供
す
る
た
め
、
一
閣
の
再
生
成
量
を
測
定
し
、
経
糟
髄

の
健
康
診
断
を
や
ら
う
ご
い
ふ
た
出
に
は
、
一
切
の
一
労
働
を
無
差
別
に
、
致
用
ご
い
ふ
概
念
で
一
般
化
し
て
満
足

す
る
謬
に
は
仔
が
な
い
。
も
し
致
用
の
増
加
を
以
て
生
産
Z
考
ふ
る
な
ら
ば
、
義
人
の
増
加
も
亦
、
之
を
一
関
再

生
産
の
増
加
ご
し
て
数
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
ゐ
ら
う

t
、
又
恐
ら
〈
は
概
念
的
遊
戯
に
堕
す
る
で
あ
ら
う
。

か
く
し
て
放
附
や
義
人
の
勢
川
聞
を
以
て
不
生
産
芭
な
す
ニ
ご
は
、
な
は
・
何
人
も
現
解
に
則
前
し
ま
ぬ
で
あ
ら

う
。
た
い
何
故
に
商
工
業
の
労
働
を
以
て
不
生
成
な

h
t
し

τ、
農
業
第
働
よ
り
区
別
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
か
っ

2・..."也"



た
か
。
花
見
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
由
の
主
た
る
も
り
は
、
「
政
治
の
指
針
」
た
ら
し
む
る
己
い
ふ
、
最
後
の
要
求
を

様
様
ご
す
る
も
の
で
ゐ
る
o

概
済
政
治

ω指
針
た
る
が
た
め
に
は
、
一
闘

ω再
生
成
奴
越
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
す
、
而
も
か
、
る
測
定
を
完
成
す
る
が
縛
め
に
は
、
商
工
勢
働
を
農
業
労
働
ご
岡
秘
す
る
ご
き
は
、
二
重
三
軍

の
計
算
hr
越
U
難
〈
、
結
局
・
椛
務
髄

ω診
断
は
不
可
能
Z
な
b
終
る
か
ら
で
あ
る
。
例
を
以

τ説
{
で
ゐ
ら

a
J

。今吾
人
が
、
一
岡
り
年
々
の
輸
入
貨
物

ω量
幾
杭
な
h
ゃ
を
測
定
せ
ん
ご
す
れ
ば
、
所
設
は
之
を
税
関
に
於
て

す
る
的
外
は
な
い
で
ゐ
ら
う
o

一
度
輸
入
口
聞
が
枕
酬
の
門
を
治
っ
て
、
内
地
に
入
込
ん
だ
が
最
後
、
そ
は
品
川
早
、

何
れ
の
地
結
に
於
℃
如
何
な
る
方
法
全
以

τす
る
も
、
そ

ω
量
り
測
定
は
、
物
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
か

h
に

そ
れ
が
完
成
品
で
ゐ
る
正
限
定
し
て
も
、
そ
れ
は
今
年
新
に
輸
入
さ
れ
し
も
り
が
。
そ
れ
以
前
に
入
込
め
る
物
な

b
や
は
見
b
け
る
事
が
出
来
な
い
。
原
料
ご
し
て
輸
入
さ
れ
内
地
で
光
成
き
れ
た
商
品
に
つ
い
て
は
、
事
情
は
.
誌

に
複
雑
で
ゐ
る
。
そ
の
製
品
り
制
成
り
一
部
分
は
今
年
度
に
輸
入
さ
れ
、
他
り
一
部
は
昨
年
度
に
輸
入
さ
れ
、

真
に
他
り
一
部
は
品
川
地
で
生
産
せ
ら
れ
た
ご
い
ふ
共
合
で
、
到
底
を

ω
年
々
の
輸
入
量
を
測
定
し
う
ぺ
〈
も
な

い
、
そ
れ
は
工
場
り
中
で
調
ぷ
る
も
、
都
市

ω応
蝋
で
調
公
る
も
同
じ
こ
ご
で
ゐ
品
。
そ
し

τ結
局
枇
閥
的
構
内

で
調
べ
る
の
外
に
道
は
な
い
で
ゐ
ら
う
。

然
る
に
同
様

ω不
便
は
、
一
周

ω総
再
生
産
量
如
何
を
調
査
す
る
場
合
に
も
存
す
る
。
勿
論
農
民
的
手
に
よ
っ

て
自
然
り
懐
炉
ら
此
曾
の
懐
へ
蓮
ば
れ
た
ば
か

h
の
財
は
、
枇
舎
内
に
於

τな
は
幾
多
的
加
工
乃
至
運
搬
等

ev経

な
け
れ
ば
、
吾
人
的
生
活
欲
川
副
を
充
足

L
得
な
い
の
が
普
通
で
め

h
、
そ
は
フ
イ
♂
オ
ク
ラ

1
ト
自
身
的
到
る
所

設

施

= 
五

7
イ
ジ
寸
タ
ラ
I
L
F

の
倒
値
輸

第
二
十
六
巻

ハ六
E

第
四
鵠

a・・.・、.



詑

苑

"-，、

ア
イ
H
V
オ
タ

-
Y
B
ト
白
伺
値
苗

第
二
十
六
魯

司、司、
a

、

J
J
d
a
'
d
'
 

第
四
腕

に
主
張
し
て
居
る
所
で
ゐ
る
o

ど
が
併
し
問
題
は
、
数
用
の
増
加
如
何
に
あ
る
の
で
は
な
〈
、
年
々
の
再
生
産
量

の
測
定
に
存
す
る
。
今
か
り
に
加
工
後
に
於

τ、
再
生
産
量
を
調
査
す
る
ご
す
れ
ば
も
輸
入
量
り
調
査
に
於
け
る

ご
同
様
、
仕
上
げ
u
聞
の
一
部
は
去
年
度
に
、
他
の
一
部
は
一
昨
年
度
に
、
克
に
加
工
勢
働
は
今
年
度
に
生
産
主
れ

τ居
る
ご
い
ふ
具
合
で
、
年
々
の
再
生
産
の
測
定
は
到
底
之
を
行
ひ
得
な
い
o

敢
工
之
を
行
ム
ご
す
れ
ば
、
昨
年

す
で
に
原
料
ご
し
て
一
度
計
算
せ
し
も
の
を
ば
、
今
年
仕
上
げ
ロ
開
ご
し
て
二
重
計
算
を
L
h
h
h
、
或
は
す
で
仁
都

曾

ω応
一
肌
で
一
度
計
算
に
入
れ
た
も
の
を
今
年
叉
田
舎
の
応
頭
で
二
重
三
霊
的
計
算
を
な
す
を
免
れ
難
い
。
そ
こ

で
結
局
、
聡
入
日
聞
が
岡

ω入
日
た
る
枕
閲
で
調
査
さ
る
、
の
外
な
き
芭
同
様
に
、
一
同
年
々
の
再
生
産
も
、
亦
、
自

然
よ
り
枇
曾
へ
の
入
口
に
立

τる
者
の
手
に
於
て
之
を
調
査
す
る
的
外
に
道
は
な
い
。
フ
ィ
ジ
オ
ク
一
プ

1
ト
が
、

生
車
問
階
級
又
は
農
民
ご
加
す
る
も
の
は
、
か
、
る
枇
合
の
入
口
に
立
て
る
も
の
、
志
に
し
て
、
従
つ
一
1
今
日
原
始

産
業
己
都
せ
ら
る
、
も
の
に
従
事
す
る
一
切
の
者
を
合
み
、
又
彼
等
が
、
-
』
的
階
級

ωこ
t
e
y
屡
々
「
第
一
の
手
」

町
司
自
由
伽
耳
目
E
P
E
呼
ぶ
所
以
は
そ
こ
に
ゐ
る
。
か
〈
し
て
、
生
産
的
勢
働
を
不
生
産
的
勢
働
よ
h
分
も
、
生
産

的
支
出
会
不
生
産
的
支
出
よ
り
分
も
、
生
産
階
級
を
不
生
産
的
階
絞
よ
b
随
分
せ
る
ご
同
一
の
理
由
|
|
即
も
一

図
再
生
産
紋
磁
的
測
定

ω必
要
|
ー
に
よ
う
て
、
彼
は
‘
悶
有
償
倣
す
出
費
樹
値
よ
り
分
つ
に
至
っ
た
も
の
で
あ

e
Q

。『固
有
償
値
ご
は
、
生
産
物
(
プ
イ
ジ
オ
ク
一
フ

l
ト
が
生
産
物
ご
い
ふ
場
合
に
は
常
に
禾
に
加
工
を
艇
5
る
生
産

物
を
意
味
す
1
1山
本
)
が
仙
の
生
産
物
己
の
間
に
持
つ
交
換
制
令
で
あ

h
・
:
・
:
。

「
水
は
一
の
有
用
な
る
財
で
は
あ
る
が
、
併
し
一
の
固
有
償
備
を
有
つ
に
は
鈴
h
に
コ
ン
毛
ン
で
あ
る
。
-

-.・.， 



た
ど
へ
ぞ
れ
を
波
み
に
行
く
労
働
が
、
そ
れ
に
一
の
伺
佐
を
附
奥
す
る

(g日
司
自
由
ρ
日
)
ご
し
て
も
、
そ
れ
は
た

い
純
然
た
る
出
費
債
低

(
E
r
E
E
皆
目
印
)
に
す
ぎ
ぬ
。

「
小
市
役
は
一
の
岡
有
償
値

(
5
0
Z
一O
E
官
右
足
)
を
有
し
、

基
い
て
冊
個
伯
を
増
加
す
る
。
併
し
一
図
的
申
誌
を
ば
、

前F
作
()) 

回3
4士!若
及ズし
びそ
牧Zれ
入 t;

な婁

stF 
F主ら
5 る丹、
~ 11干
し、 1;1.
J、、
にそ
同.の
t t11 

|需

山
本
)
の
形
成
E
の
関
係
に
於
て
計
算
す
る
'
}
ピ
が
問
題
Z
な
る
場
合
に
は
、

右
二
冊
仰
の
耐
慣
値
の
う
も
、

前
者
(
郎

も
国
有
欄
値

l
l山
本
}
の
み
を
考
慮
す
れ
ば
足
り
る
。
然
る
に
水
は
一
の
出
費
樹
雌
よ
り
持
た

ρ
。

は
、
人
々
が
考
へ
る
で
あ
ら
う
如
〈
し
か
く
H

と
う
で
も
よ
い
問
問
で
は
な
い
:
-
出
」
(
註
)

此
の
問
題

へ
註
)
「
再
生
産
総
量

E
測
定
す
る
に
陸
民
自
手
に
於
て
す
る
」
と
い
ふ
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
l
ト
白
見
解
に
謝
し
て
、
夜

ω
如
き
出
前
が
期
待
さ
れ
う

る
。
「
例
へ
ぽ
敷
島
と
い
ふ
巻
畑
平
に
ワ
い
℃
考
へ
て
且
ょ
。
時
程
中
身
た
る
畑
官
干
の
材
料
は
も
と
自
然
よ
り
農
家
山
捗
働
に
よ
っ
て
防
護
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、

M
什
也
た
る
紙
の
材
料
も
、
も
と
は
、
農
民
に
よ
っ
て
土
地
か
ら
引
は
な
き
れ
た
も
白
で
は
あ
る
o
併
し
な
が
ら
そ
れ
帯
の
材
料

が
白
熱
田
手
を
は
な
れ
た
ま
へ
て
は
、
な
ほ
政
向
山
管
制
草
と
い
ふ
一
個
目
LUM
は
右
京
し
な
い
O

煙
車
、
と
し
て
、
即
ち
一
倒
白
辛
畏

L
符
る
財
と

な
る
泊
め
に
は
、
幾
多
目
加
工
勢
働
が
加
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
享
受
し
う
る
耽
態
に
至
る
以
前
に
は
、
主
だ
日
目
そ
の
も
の
が
生
れ
て
肘

た
い
の
て
あ
る
恥
ら
、
富
由
計
算
は
之
監
事
受
し
う
る
肱
麗
に
於
て
計
算
す
〈
〈
、
そ
れ
以
前
に
計
算
し
得
な
い
」
と
。
然
る
に
私
見
に
よ
れ
ば
、

か
λ

る
質
問
に
は
・
哉
の
如
〈
答
ヘ
う
る
と
思
ふ
。
師
ち
若
し
か
〈
の
如

f
、
享
受

L
得
る
股
湿
に
於
て
初
め
て
日
と
な
す
白
ら
ぽ
、
政
品
目
巻
煙

車
が
工
場
て
山
高
上
っ
た
と
い
ふ
だ
け
で
は
未
だ
享
受
に
適
L
な
い
。
更
に
消
費
者
の
手
元
へ
謹
ぷ
勢
働
が
加
へ
ら
れ
ね
ば
町
ら
な
い
。
又
マ
ッ

チ
E
求
め
る
捗
働
も
加
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
o
存
殿
山
明
に
い
へ
ば
、
阿
草
と
マ
ヲ
テ
が
と
誌
の
へ
ら
れ
た
と
い
ふ
百
吋
て
も
十
分
で
は
む
い
。

加
平
凶
包
を
制
り
、
そ
由
一
本
在
日
に
あ
て
、
マ
ッ
チ
を
す
り
、
周
平
に
罰
火

L
、
買
に
之
を
吸
込
む
瞬
間
に
於
て
、
民
に
享
暑
に
越
す
る
恥
躍

に
訟
し
た
を
の
と
い
ふ
ペ
〈
、
そ
れ
以
前
白
一
切
の
批
留
は
ま
だ
事
長
と
い
ふ
最
後
四
目
的
か
ら
且
て
、
一
様
に
砂
山
w
o
h
W齢、
h
市
中

r山山一
vhw齢

設

高E

七

フ
イ
ジ
オ
タ
ヲ

i
ト
の
倒
値
輸

第
二
十
大
巷

ハ
六
七

第
四
腕
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第
二
十
式
典
世
六
大
人

、
、
、

に
す
U

さ
な
い
。
材
料
が
日
然
を
は
た
れ
て
.
事
見
目
さ
れ
る
迄
の
金
行
程
か
ら
見
れ
ば
所
訟
は
遊
山
中
ぱ
に
す
ぎ
な
い
。
今
枇
脅

ω輔
抽
悶
吋
円
健
闘
陣

を
降
附
す
る
た
め
、
換
言
す
れ
ば
自
由
桝
止
〔
仰
の
岬
衰
を
且
る
た
め
、
之
を
舟
行
制
ー
ー
そ
の
杭
鈷
は
棋
民
山
手
で
あ
り
、
そ
の
静
郡
日
制
捜
者

円
内
世
て
あ
る

l
!の
何
れ
の
地
動
に
於
て
、
之
を
把
捉
す
る
が
、
最
も
伺
利
か
tc
い
ふ
川
魁
に
崎
清
す
る
。
而
し
て
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
l
ト
は
、

先
づ
一
切
白
ニ
川
計
算
配
魁
{
る
が
た
め
に
、
そ
の
日
和
に
於
て
担
へ
よ
う
と
な
す
も
心
で
あ
る
。

ア
イ
ジ
オ
タ
ヲ
l
ト
由
偶
値
諭

第
四
捜

入

誕

苑

以
上
通
ぶ
る
所
に
よ
り
、
彼
等

ω
思
想
り
慨
将
上
最
叫
閲

ω
一
た
る
生
庫
、
不
生
産
的
.
胤
別
ピ
附
聯
し
て
、
所

調
削
有
償
伯
出
帆
官
皿
慣
伯
川
円
一
肱
川
川
町
点
以
義
を
説
明
し
て
、
一
閥
再
生
成
泣
測
定

ω
必
要
守
主
た
る
燥
機
正
解
し
た
。

だ
が
併
し
問
題
は
な
は
残
さ
れ
て
居
る
。
一
図
的
官
的
再
生
産
の
計
算
に
於
て
何
故
に
岡
布
伺
倣
(
農
民
的
手
に
於

け
る
使
伯

)ω
み
を
考
慮
す
れ
ば
足
り
る
古
い
ひ
得
る
が
。
測
定
的
便
宜
の
た
め
に
所
調
「
第
一
の
手
」
に
於
て
之

を
調
査
す
る
E
い
ふ
こ
ご
か
ら
は
常
然
に
、
第
一
の
手
で
見
れ
ば
足
り
る
古
い
ふ
結
論
は
出
な
い
。
ゲ
ヰ
1
自
身

も
い
ふ
「
一
農
業
同
民
り
年
々
の
宮
り
計
算
は
・
共
の
農
業
生
車
問
物

ω第
一
の
手

ω自
民
上
げ
倒
格
に
締
看
す

Ao」

F

ト
ロ

1
旦
は
一
五
ム
・
『
官

ω上
に
影
響
す
る
も
の
は
第
一
の
平
に
於
げ
る
債
依
的
外
に
は
な
い
ザ
ヘ
叉
日
〈
、

ziZ 
I 面白
は二
な'

4、ζ
と削問〉
ごrJ)
。何

事国
は

な
け
れ
ば
な
ら
凶
。

同
測
り
も
の
で
は
な
い
。
宮

ω量
を
増
加
す
る
も
の
は
第
一
の
手
に
於
け
る
倒
儲

こ
れ
等
の
主
張
は
、
曜
に
再
生
成
量
測
定
内
便
宜
の
外
に
、
夏
に
強
い
瑚
論
的
な
根
械
が

比

(ω
理
論
的
級
協
を
ば
、
耐
制
品
川
Z
再
生
産
ご
の
閥
係
を
逃
ぷ
る
次
節
に
於
て
之
を
取

干よ
t主

扱
ふ
で
あ
ら
う
。

五

官
値
ご
再
生
産
ご
の
閥
係

PI】戸川crates.p. 72. (Oncken; Oeuvres economiql.lc et philosoph町lede 

Q...esnay. p. 3U) 53) ILid.， P・902. 54) libd.. P・902.903・
52) 
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「
人
は
債
依
に
ほ
る
の
外
・
再
生
戚
を
改
善
し
得
な
い
匂
「
償
備
は
一
園
川
欣
抽
出
り
検
漏
椛
な
り
醐
」
等
々
の
文

句
は
何
を
意
味
す
る
か
。
更
に
叉
「
官
の
上
に
影
響
す
る
も
の
は
、
第
一
の
手
に
於
け
る
償
飾
り
外
に
は
な
い
山
ご

は
、
如
何
な
る
理
論
的
級
協
り
上
に
主
張
さ
れ
て
居
る
か
。
以
下
こ
れ
等
の
駄
に
つ
い
て
の
ケ
恥
・
ロ

1
ヌ
の
見
解

を
明
に
す
る
で
あ
ら
う
。

フ
ィ
ジ

1
h
y
ラ

1
ト
が
、
工
、
両
.
皆
、
諸
人
等
を
一
括
し
て
不
生
産
的
階
級
己
目
目
見
合
一
m

の
名
を
以
て
呼
ぶ

場
合
、
そ
こ
に
何
等
り
道
徳
的
批
維
を
意
味
せ
、
さ
る
ご
同
様
、
彼
等
が
、
原
始
産
業
に
従
事
す
る
者
を
呼
ぶ
に
生
産

階
級
n
一
E
O
官

R
R巴
詰
の
名
を
以

τす
る
時
、
そ
は
ま
た
、
何
等
道
他
的
悦
賞
り
意
を
合
U
も
の
で
は
な
い
。

卸
ち
彼
等
は
、
す
べ

τω
人
類
の
精
糖
活
動
が
、
学
じ
ド
利
己
的
動
機
に
基
〈
こ
芭
を
認
む
る
の
で
ゐ
る
。
「
す

ぺ
て
の
純
情
は
、
倒
人
的
利
治
け
よ
を
姐
げ
る
に
す
ぎ
な
い
。

r
r
fは
‘
あ
ら
ゆ
る
柿
類
的
勤
労
を
肺
ふ
べ
き

手
段
を
増
加
せ
ん
こ
ご
に
、
他
山
者
は
・
勢
貨
を
儲
け
ん
唱
』
ご
に
熱
中
す
る
o
」寸
E
Z
M
h
n
o
g
E
3
0
E
S
Z
0
5
5骨

官
官

-
-
E
E
J
3
2
5
-

…vz
:・0
昌
司
自
国
ヨ
ニ

m
E
Z
E
-
-盟
国

3
2
ι
-
R
Z
R
ι
2
5
5
骨

E
凹

Ez--z

E
門
司
凶
合
同
泊
四
君
円

ι由

E
U百
九

而
し
て
一
』
、
に
、

r
fす
ご
い
ふ
り
が
、
所
説
生
成
階
級
を
立
昧
し
、
町
J

い
ず
ぜ
い
ふ
の
が
、
所
調
不
生
成
階

級
を
怠
除
す
る
こ
ご
は
巾
す
迄
も
な
い
。
生
煎
階
級
が
生
所
増
加
に
専
念
す
る
所
以
り
も
の
は
、
決
L
て
刷
命
日
人

類
を
盆
せ
ん
ご
り
利
他
的
動
機
に
よ
る
も
の
で
は
な
〈
、
円
己

ω
生
荷
物
を
以
て
、
川
家
る
限
'
り
多
〈
の
、
他
人

の
勤
労
ぞ
肱
は
ん
J

と
す
る
利
己
的
動
機
に
よ
っ
て
然
る
の
で
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
生
成
煮
を
し
て
、
そ
の
仰
人

的
欲
川
町
を
充
し
て
な
ほ
「
他
人
り
斜
め
に
も
勢
倒
に
従
事
せ

L
む
る
所
以

ωも
ωは
、
草
柴
山
辺
み

rι
段

門

島

町

院

苑

ア
イ
ジ
オ
ク
ヲ
I
L
V

白
倒
値
箇

第
二
十
六
巷

プミ
dー・，、
丸

第
四
雛

:JL 
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説

苑

フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
l

ト
の
倒
値
論

の
外
に
は
な
い
叫
り
で
あ
る
o

卸
ち
享
価
指

ω母
一
み
を
質
現
す
る
が
斜
め
に
は
、
他
人

ω第
働
又
は
券
働
に
よ

り
て
つ
(
ら
れ
た
る
物
を
臓
は
ね
ば
な
ら
宇
、
勝
ふ
に
は
掛
舗
を
桃
は
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
そ
こ
で
止
む
を
符

第
二
十
六
巻

六
七
O

第
四
披

四
O 

』

o
E円

歩
、
再
生
産
に
専
念
す
る
ご
い
ふ
結
果
に
な
ら
百
る
を
得
な
い

ωで
ゐ
る
。

再
生
産
的
動
機
が
す
で
に
斯
く
の
如
く
な
る
以
上
は
・
再
生
産
が
引
縦
き
行
は
品
、
が
勉
め
に
は
、
必
.
ら
中
や

「
そ
れ
が
、
生
産
に
従
事
す
る
も
の
に
さ
っ
て
ー
析
が

γな
け
れ
ば
な
ら
ぬ
U
換
一
百
す
れ
ば
、
生
産
物
は
た
ャ
に
貰
ら

れ
得
ゐ
に
止
ま
ら
守
、
「
少
〈
古
も
共

ω前
捌
必
同
牧
し

3.~
き
梗
絡
に
於
て
頁
ら
れ
な
り
れ
ば
な
ら
向
。
」
而
し
て

「
そ
れ
は
何
に
も
先
ん
じ
て
必
要
な
の
で
あ

h
V
然
ら
す
ん
ば
「
人
は
最
早
再
生
産
を
縦
続
す
る
柏
崎
め
に
、
同
じ

V
4
4

ロ

占

テ

プ
u
q
L
Z
Y
E
W

叫

帥
宵
働
R
A
ぴ
同
じ
資
本
を
つ
い
v
り
る
の
意
思
も
可
能
も
持
た
凶
で
あ
ら
う
』
か
ら
で
あ
る
o

プ
ィ
ジ
オ
ク
一
プ

l
ト

が
、
再
生
産
の
た
め
に
、
常
に
生
産
物
的
「
趨
常
な
る
倒
椅
」
-o
『
O

ロ
司
岡
山
討
を
主
扶
し
、
又
U
F

ト
ロ

14A
が
、
『
債

依
に
依
る

ω外
一
再
生
産
を
改
善
し
得
な
い
』
己
い
ふ
は
・
か
、
る
意
味
に
外
な
ら
な
い
。
ジ

l
・べ

l
・セ

l
c
-

回

-
Vこ
の
「
販
路
詑
」
乃
至
は
今
日
普
通
に
い
は
る
、
『
需
要
り
生
産
力
支
配
」
に
関
し
て
、
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ

1
ト

は
す
で
に
可
成
十
分
な
理
解
を
持
っ
て
居
た
の
で
あ
り
、
私
も
亦
今
少
し
ニ
の
貼
を
詳
説
し
た
い
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
他
目
、
彼
等
小
川
『
再
生
産
的
見
地
」
を
獅
立
し
て
取
扱
ふ
場
合
に
譲
る
で
あ
ら
う
。

か
く
し
て
・
彼
等
フ
イ
ジ
オ
グ
ク

1
ト
が
、
農
業
の
手
に
於
け
る
慣
備
考
慮

ω大
切
な
る
を
設
く
の
は
、
直
接

に
は
、
農
業
の
再
生
産
を
維
持
せ
ん
が
斜
め
な
の
で
あ
る
。
然
る
に
彼
等
が
、
農
業
者
の
手
に
於
け
る
倒
飾
、
其

の
再
生
産
紋
践
を
考
慮
す
れ
ば
貯
れ
い
ご
な

L
、
工
商
業
者
其
他
的
手
に
於
け
る
償
値

ω
考
厳
を
一
倒
的
再
生
産

測
定
上
必
要
な

L
E考
ふ
る
仁
王
っ
た
の
じ
は
、
私
は
二
つ
の
根
践
を
血
中
げ
得
る
ご
信
宇
る
G

第
一
の
根
僚
は
、

Ibid (2) Ibid. p. 893 G 1) lbiι1. p. 898 60) lbid. p. 898 
Ihid 
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彼
等
が
度
影

r
r
?
?
f
r
h事
叶
」
宇

U
M
U

る
に
よ
る
o

ケ
予

1
が
共
の
「
経
済
表
分
祈
』
の
宵
出
掛
に
、
「
農
興
れ
ば

百
業
共
に
興
る
。
雲
ふ
れ
ば

l
芸

悶

り

如

何

両

手

|

産

量

、

倶

に

表

ム

プ

い

ふ

Y
ク
ラ
ア

λ

の
言
葉
を
題
し
て
居
る
の
は
、
今
兎
い
ふ
迄
も
な
〈
、
ぞ
は
腿
々
彼
等
に
よ
っ

τ反
越
せ
ら
る
思
想
で
あ
る
。

J
I
l
l
典
山
が
農
業
内
興
己
に
依
存
す
ご
考
ふ
る
で
る
思
想
叫
所
有
者
逮
が
、
一
図
的
繁
栄
、
総
再
生
産

ω維

持
仏
た
め
に
、
農
業
の
手
に
於
け
る
再
生
産
，
そ
の
手
に
於
げ
る
債
依

ω維
持
を
考
慮
し
て
十
分
な
り
芭
な
す

1
ぃ
同
一
湯
川
哩
明
九
一
明
日
リ
パ
」
ご
吋
い
の
い
。
一
一
1
1
官
一
一
川
校
総
川
仏
、
船
長
山
同
庁
ペ
一
昨
戸
川
町
宵
W
M
r山
吾
川

)hTrr

i
i
刷
出
…
出
り
増
加
ど
倒
立
し
て
、
そ
れ
自
身
で
伺
怖
を
宮
川
ず
ふ

ν
ω
r
r
v、
ご
な
す
理
論
に
存
す
る
ご
考
へ

ら
れ
る
c

い
-
ふ
迄
も
な
〈
、
す
で
に
慣
値
り
原
因
に
閲
し
て
越
ぺ
た
遁
hJ
、
一
切
り
商
品
に
於
て
、
共
製
品
唱
に
不
可
避
な

る
出
費
は
茶

ω商
品
的
傾
他
的
構
成
山
古
来
ご
な
る
も
の
で
あ
り
、

E
p
h
r
、
る
債
依
構
成
に
会
拠
す
る
出
費
は
、

E
業

ω出
費
た
る
ご
商
工
業
の
出
費
、
た
る
ご
を
問
ふ
も
の
で
は
な
い
山
。
だ
が
併
L
商
T

支
等
の
出
裂
が
、
加
工

間
的
贋
佐
川
り
構
成
要
素
正
な
h
得
る
が
た
め
に
は
、
一
の
必
須
川
り
僚
件
が
ゐ
る
Q

必
須
川
り
僚
件
ご
は
印
も
、
批
曾

内
に
、
商
L
業
者
以
外
の
者
が
居
つ

τ、
そ
の
商
工
業
者
叫
山
山
曲
宗
主
一
切
さ
い
ふ
こ
ぜ
で
ゐ
る
ο

換
言
す
れ
ば

彼
等
的
帥
労
働
を
ば
、
支
扮
ふ
に
足
る
だ
け
の
償
桁
で
、
岳
山
川
物
を
冥
ご
る
者
が
、
枇
品
目
に
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、

彼
等

ω勢
働
は
償
低

ω構
成
要
素
ご
な
る
こ
ご
が
出
来
な
い
課
で
ゐ
品
。
然
る
に
、
か
、
i
、
商
ム
拙
労
働
を
支
一
切

ふ
入
札
、
彼
等
以
外

ω階
級
た
る
「
所
有
者
階
級
」
及
び
「
生
活
燃
と
よ
ら
叉
支
捌
ひ
得
る
物
は
、
結
局
農
業

丑
産
物
以
外
に
は
ゐ
ち
得
な
い
c

放
に
か
、
る
見
地
に
立
つ
限
b
、
農
業
者
的
生
産
物
が
情
加
ゼ
吉
る
限
り
、
市

工
業
者
向
労
働
が
事
物
凶
畑
山
山
簡
を
榊
加
す
る
こ
己
は
不
可
能
で
ゐ
る
。
か
く
し
て
一
嬰
轟
川
再
生
産
は
、
た
け

詑

苑

ア
イ
ジ
オ
ク
ラ

1
ト
の
倒
値
論

第
二
十
六
巻

，、
七

第
四
掛

四
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詑

宛

六
七

四

第
二
十
六
穆

第
四
肢

ヨ
イ
ジ
オ
タ
ラ

l
ト
の
倒
値
詣

仁
素
材

ω見
地
に
於

τの
み
な
ら
す
、
国
間
他
り
見
地
に
於
て
も
亦
・
農
業
者
即
ち
第
一
の
手

ωそ
れ
に
鮪
着
す

る
。
グ
ヰ
ー
が
「
一
農
叫
敢
闘
民
り
年
々

ω富
り
計
算
は
、
そ

ω農
業
生
産
物

ω第
一
の
手
に
於
け
る
資
上
げ
高
に

蹄
右
す
る
山
ご
い
ふ

ωは
、
正
し
〈
炉
、
る
理
凶
に
よ
る
も
の
で
ゐ
h
・
従
つ

τ
一
同

ω
再
生
成
を
維
持
せ
ん
が

た
め
に
は
.
ひ
ご
h
一
農
能
者

ω手
に
於
げ
る
倒
他
を
維
持
す
る
こ
ご
仁
よ
っ
て
、

FLω
再
生
産
を
維
持
し
さ
へ
す

れ
ば
、
足
h
る
ニ
さ
に
な
る

ωで
あ
る
o

私
は
、
最
仏
悼
の
駄
に
閉
す
る
庁
ト

U
1
只
的
説
明
を
引
用
し
て
こ
の
拙
稿
を
閉
右
る
で
あ
ら
う
つ
な
は
こ
の
最

後

ω貼
じ
つ
い

τは
・
和
歌
山
高
繭
皐
合
雑
誌
「
内
外
研
究
」
第
一
蹴
所
載
的
一
拙
文
「
櫛
田
氏
出
剛
氏

ω紹
糠
表
的
批

評
伝
評
す
」
中

ω再
生
産
総
量
に
閲
す
る
叩
引
を
套
照
し
て
頂
き
皮
い
。
研
究

ω途
上
に
あ
る
拙
き
二
文
に
謝
し
、

折
品
川
大
方
的
批
正
を
待
つ
o

「
(
工
業
階
'
紙
に
よ
っ
て
)
原
料
に
封
し
1
加
へ
ら
れ
た
る
形
態
が
、
共
凶
原
料
凶
上
に
・
一
の
償
低
金
附
加
す

る
ニ
ご
は
耕
・
貨
で
ゐ
る
o

併
l
見
渇
し
て
な
ら
ぬ
こ
ご
は
.
北
(
山
…
償
Mm
が
何
山
師

hfb高
ゆ
る
か
ご
い
ふ
こ
己
、
印
も

其
吋
一
償
値
ケ
負
携
す
る
も
山
り
は
緋
か
、
ご
い
ふ
こ
ご
で
ゐ
る
。
工
業
者
は
(
彼
等
以
外
り
山
本
)
他
り
人
ケ
が

支
出
す
る
ニ

Z
を
欲
し
、
且
つ
支
出
し
得
る
に
り
よ
り
、
受
取
る
こ
言
は
出
来
的
制
。
そ
れ
は
支
出

ω
m換
へ
に
過

り

ま
な
い
も
の
で
ゐ
つ

τ.
何
等
新
た
な
る
生
援
で
は
な
い
」
》
「
農
業
ご
工
業
正
の
本
質
的
幅
別
は
、
集

ω前
抑
を

補
償
す
る
も

ωが
、
農
業
で
は
自
然
で
ゐ
る
的
に
、
工
業
で
は
(
同
じ
枇
自
の
人
附
に
る
|
l
山
本
)
買
手
仁
外
な

ら
ぬ
ご
い
ふ
こ
ご
で
ゐ
る
o
-
』
の
買
手
は
、
最
初
仙
一
労
働
(
農
業
融
労
働
を
指
す
|
|
山
本
)
が
生
産
せ
る
官
を
以

τ

工
業
的
支
出
を
備
制
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
:
・
;
彼
等
は
共

ω存
在
合
他
人
的
秋
以
に
品
川
存
さ
せ
て
賜
る
。
彼
等

は
、
他
人
が
支
側
っ
た
に
り
よ
り
、
せ
(
り
出
費
を
回
収
す
る
一
』
ご
は
出
来
な
い
叫
」
(
一
九
一
一
λ
・
一
-
一
阿
)

副
都
]
一
一
一
頁
三
行
目
「
す
る
に
止
ら
ず
」
は
「
す
る
に
歪
ら
ず
し
の
鵡
航
に
つ
き
訂
正
す
。

(
附
記
}
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